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平成21年
第3回みやこ町議会定例会議決結果
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議会を傍聴して



６
月
議
会
に
お
い
て
、
古

川
団
地
開
発
事
業
の
中
止
、

撤
回
を
求
め
る
請
願
書
が
採
択
さ
れ

た
。

　

議
会
の
意
思
を
尊
重
し
、
即
時
中

止
、
撤
回
を
求
め
る
。

水
道
事
業
の
認
可
申
請
書

に
は
古
川
団
地
計
画
の
西

側
半
分
し
か
対
象
地
域
に
入
っ
て
い

な
い
。

　

新
町
建
設
計
画
も
総
合
計
画
も
、

古
川
団
地
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な

い
。

　

新
町
建
設
計
画
の
策
定
か
ら
４
年

半
、
総
合
計
画
の
策
定
か
ら
２
年
半

経
っ
た
。
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

規
模
、
場
所
な
ど
を
一
度
白
紙
に
戻

し
て
、
き
ち
ん
と
検
討
し
直
す
柔

軟
性
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。

犀
川
駐
在
員
会
へ
の

１
２
０
万
円
、
使
途
は
な
に
か

合
併
直
前
、
旧
犀
川
町
で

自
治
振
興
助
成
金
と
し
て

３
，
３
２
０
万
円
が
支
出
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
１
２
０
万
円
が
駐
在
員
会

へ
交
付
さ
れ
た
。
支
出
の
目
的
、
使

途
は
何
か
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

事
務
事
業
評
価
制
度
に
つ

い
て
現
時
点
の
対
象
事
業
、

評
価
項
目
、
進
捗
状
況
を
尋
ね
る
。

事
務
事
業
評

価
と
い
う
精

神
そ
の
も
の
は
、
き
ち

ん
と
研
究
を
し
て
お
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

必
要
性
、
成
果
、
有

効
性
、
コ
ス
ト
、
負
担
、

こ
れ
ら
を
ど
う
執
行
し
て
い
く
の

か
、
法
的
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

そ
う
い
う
視
点
を
す
べ
て
の
予
算
要

求
、
予
算
執
行
に
つ
い
て
お
持
ち
い

た
だ
き
た
い
。

議
会
の
意
思
を
尊
重
し
て

宅
地
開
発
は
即
時
中
止
を

原田さやか
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所
得
格
差
問
題
の
対
策
を
急
げ

衆
議
院
選
挙
結
果
を

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

こ
の
政
権
交
代
で
、
有
権

者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
客
観
的
に
ど
う
見
る
の
か
。

そ
う
い
う
姿
勢
で
は
困
る
。

有
権
者
の
生
活
実
態
に
つ

い
て
の
し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
っ

て
い
た
だ
か
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
の

町
政
の
か
じ
取
り
が
難
し
い
。

選
挙
結
果
を
受
け
た
地
方

自
治
体
の
対
応
は
。

子
育
て
世
代
、
高
齢
者
、

そ
し
て
社
会
的
に
弱
い
立

場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
犠

牲
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
の
声
の
反
映

だ
。
合
併
か
ら
４
年
で
も
あ
り
、
全

町
民
の
意
見
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
。

所
得
格
差
是
正
に
向
け
て

町
民
所
得
は
ど
の
よ
う
な

資
料
に
基
づ
い
て
把
握
し

て
い
る
か
。
資
料
の
公
表
を
。

派
遣
切
り
、
失
業
、
高
齢

者
の
収
入
減
な
ど
で
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
を
緊
急
に
支
援
し

て
い
く
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

空
き
住
宅
を
改
良
し
て
入

居
希
望
者
に
応
え
る
べ
く

早
急
に
住
宅
計
画
の
見
直
し
を
。
入

居
選
考
基
準
を
見
直
す
な
ど
、
温
か

み
の
あ
る
住
宅
政
策
を
。

子
育
て
支
援
策
を
早
急
に
。

今
後
、
失
業
保
険
、
雇
用

対
策
助
成
金
が
切
れ
る
人

が
増
え
、
大
変
な
時
期
に
な
る
。
町

独
自
の
大
量
で
長
期
の
緊
急
雇
用
対

策
を
行
う
べ
き
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

豪
雨
の
被
害
実
態
は
。
農
用

地
の
改
修
に
は
採
用
要
件
の

緩
和
を
。
災
害
受
付
期
間
の
周
知
を
。

町
の
防
災
計
画
は
。
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議　員
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住
民
の
立
場
に
立
っ
た

く
ら
し
福
祉
を
充
実
す
る
行
政
を

古
川
地
区
住
宅
団
地
開
発

事
業
の
中
止
・
撤
回
ま
た

も
表
明
せ
ず

地
元
へ
の
説
明
責
任
に
つ

い
て
現
況
報
告
を
求
め
る
。

　

文
化
財
の
発
掘
調
査
費
の

１
億
１
，
０
０
０
万
円
の
未
計
上

な
ど
を
指
摘
し
て
き
た
。
農
業
用
水

の
確
保
、
自
然
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
な
ど
、
回

答
が
さ
れ
て
な
い
。
西
日
本
高
速
道

路
の
協
定
の
土
砂
提
供
に
よ
る
５
億

円
削
減
計
画
だ
が
、
開
発
面
積
の
規

模
縮
小
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
の

か
。

過
疎
対
策
、
良
質
な
宅
地

造
成
な
ら
、
町
有
地
の
小

規
模
宅
地
開
発
を
し
た
ら
ど
う
か
と

提
案
を
し
て
き
た
。
事
業
費
が
膨
ら

ん
で
い
き
大
変
危
惧
を
し
て
い
る
。

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
は
事
業
費
平

成
21
年
、
22
年
、
23
年
で
10
億
８
，

４
０
０
万
円
の
計
上
。
計
画
は
27
年

度
ま
で
。

地
方
自
治
の
原
点
で
あ
る

地
域
住
民
が
主
役
の
行
政

運
営
を
求
め
る

節
丸
保
育
所
存
続
の
請
願

書
が
採
択
さ
れ
、
保
育
所

の
統
廃
合
に
つ
い
て
地
元
説
明
会
の

予
定
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

請
願
に
対
す
る
回
答
は
、
23
年
度

は
入
所
希
望
児
童
数
が
皆
無
、
５
名

未
満
の
場
合
に
は
休
園
措
置
も
一
時

的
な
方
法
と
し
て
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
、
到
底
納
得
で
き
な
い
回
答
。

国
保
・
医
療
費
の
支
払
い

の
困
難
な
世
帯
へ
の
減
免

制
度
を
も
と
め
る

医
療
費
の
支
払
い
が
困
難

な
世
帯
の
減
免
制
度
に
つ

い
て
、
知
事
は
き
め
細
や
か
な
対
応

が
な
さ
れ
る
よ
う
市
町
村
を
指
導
す

る
と
答
弁
し
て
い
る
が
。

熊谷みえ子
議　員

問

答

原則無料（外来） カナダ、チェコ、ギリシャ、ハンガリー、イタリア、オランダ、ポーランド、
スロバキア、スペイン、トルコ、イギリスなど

原則無料だが一部の高額
所得者は有料（外来） デンマーク、メキシコ、アイルランドなど

定額制、あるいは償還な
どで実質的に低負担とな
る（外来・入院）

フィンランド、フランス、ドイツ、アイスランド、ニュージーランド、ノルウエー、
ポルトガル、スウェーデンなど

かかった医療費に応じた
定率負担

ベルギー（外来：10%、入院：定額）　スイス（同）、ルクセンブルグ（外来：5%、入院：
定額）、韓国（外来：30%、入院20%）、日本（外来・入院とも30%［現役世代］）

各先進国における医療費の自己負担
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電

と
太
陽
熱
温
水
器
設
置
の

検
討
を
求
め
る

我
々
が
住
む
地
球
を
環
境

汚
染
か
ら
守
る
た
め
に
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
在
の
光
熱
費
と
設
置
し
た
場
合

に
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
導
入

コ
ス
ト
等
を
比
較
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

　

コ
ス
ト
を
比
較
し
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
方
が
少
し
高
い
程
度
で
あ
れ

ば
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
隣
市
町
村
は
設
置
費
に

補
助
金
制
度
を
導
入
し
て

い
る
が
、
み
や
こ
町
と
し
て
の
考
え

は
。

直
売
所
に
太
陽
熱
温
水
器

に
よ
る
足
湯
の
設
置
を
し

て
は
。

環
境
に
優
し
い
小
水
力
（
水

車
）
発
電
建
設
を
提
言
す

る
。

　

伊
良
原
ダ
ム
建
設
に
伴
う
地
域
の

再
開
発
計
画
と
し
て
伊
良
ト
ピ
ア
構

想
が
あ
る
。
水
環
境
を
活
か
し
た
村

お
こ
し
対
策
に
つ
い
て
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

豊
津「
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」

を
盛
大
に産

業
祭
や
花
火
大
会
と
同

じ
規
模
的
な
三
大
イ
ベ
ン

ト
の
対
応
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

現
在
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
花

菖
蒲
の
管
理
者
、
入
り
口
の
石
段
に

手
す
り
が
な
い
、
屋
根
付
ス
テ
ー
ジ

の
設
置
、
宣
伝
、
Ｐ
Ｒ
の
不
足
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
の
で
対
応
を
。

田 中 勝 馬
議　員
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住
宅
政
策
の
改
善
を
求
め
る

古
く
て
も
修
繕
し
て

住
宅
の
供
給
を

法
に
よ
る
公
営
住
宅
の
目

的
は
。

空
き
家
の
危
険
を
理
由
に
、

一
切
入
居
申
し
込
み
を
受

け
付
け
な
い
理
由
と
法
令
の
根
拠

は
。
危
険
の
基
準
と
は
。

そ
れ
な
ら
７
８
０
戸
全
て

危
険
家
屋
と
な
る
。
10
年

間
で
２
０
０
戸
の
改
築
計
画
が
出
て

い
る
が
、
今
後
一
層
不
況
が
続
く
中
、

空
き
家
を
修
理
し
て
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
定
住
を
図
っ
て
い
く
点
は
、

大
事
な
住
宅
政
策
の
一
環
で
は
な
い

か
。
今
年
度
の
修
理
予
算
は
。

町
条
例
20
条
で
は
、
修
繕

の
義
務
を
負
う
と
き
は
遅

滞
な
く
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
が
。　

今
住
ん
で
い
る
住
民
の
生

活
を
優
先
す
べ
き
。
経
済

不
況
の
中
、
建
替
計
画
を
急
ぎ
、
み

や
こ
町
全
体
の
立
場
か
ら
住
宅
政
策

の
改
善
を
。

　

古
川
団
地
開
発
計
画
は
２
ヵ
年
予

算
計
上
も
で
き
な
い
。
住
民
の
同
意

も
得
ら
れ
ず
申
請
も
未
定
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を

こ
の
制
度
は
ス
タ
ー
ト
か

ら
不
評
判
で
、
政
府
は
長

寿
医
療
保
険
と
説
明
し
た
が
、
75
歳

以
上
年
齢
で
差
別
、
医
療
の
抑
制
に

つ
な
が
っ
た
。
町
の
75
歳
以
上
の
受

診
件
数
と
支
払
い
金
額
は
。

他
市
町
村
で
無
料
化
や
保

険
料
の
軽
減
の
自
治
体
も

あ
り
国
の
方
針
も
廃
止
の
方
向
。
町

も
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
か
。

光吉さわ子
議　員
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議会傍聴においで下さい。

※ 住所氏名の記入だけで傍聴
することができます。

　12月の定例会は、日程が決ま
り次第、ホームページ・防災無
線等でお知らせします。

　

現
在
は
、
５
つ
の
地
区
で
、
各
公

民
館
や
集
会
所
を
借
り
て
、
１
地
区

に
つ
き
年
３
回
程
度
活
動
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
地
区
の
方
々
と
相
談
し

な
が
ら
決
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
、
日
常
に
お
け
る
食
生
活
、
リ

ハ
ビ
リ
、認
知
症
高
齢
者
へ
の
理
解
、

地
域
の
歴
史
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
わ
ら
じ
作
り
、
そ
ば
打
ち
、

ヨ
ガ
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
行
橋

警
察
署
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
の
寸
劇
を
行
っ
た
事
も
あ

り
ま
す
。

　

３
年
程
前
か
ら
「
食
進
会
」
の

方
々
に
も
昼
食
作
り
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
健
康
を
考
え
た
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
を
始
め

て
か
ら
６
年
、
特
に
気
に
な
る
こ
と

は
、
参
加
者
に
「
他
人
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」「
自
身
で
全
て
を
賄

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て

い
る
方
が
多
い
こ
と
で
す
。
昔
か
ら

「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
だ
っ

た
の
が
、
個
人
と
社
会
の
繋
が
り
が

弱
ま
る
と
と
も
に
日
本
の
風
習
の
良

い
と
こ
ろ
が
消
え
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
に

は
、
年
齢
等
に
関
わ
ら
ず
少
し
で
も

多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
地

域
全
体
で
互
い
に
気
に
か
け
合
い
、

見
守
り
支
え
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
の
実
現
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
「
聖
家
族
の
家
」
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
豊
津
）
で
は
、
平
成
15

年
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
年
を
取
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
考

え
、
そ
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
ま
す
。


